


　全国６施設が同時に導入し、中四
国地方では唯一です。ダビンチは４
本のロボットアームの先端についた
メスや鉗子（かんし）などを、おなか
に開けた小さな穴から体内に入れ
て、患部を切除したり、縫合したりす
る医療機器です。医師がモニターを
のぞき込み、コントローラーを操作
して施術します。
　ダビンチ5は、組織を押し引きする
際の力を感知できるのが従来はな
かった機能で、データ処理能力やモニターの３D映像の解像度も向上。おなかを膨ら
ませる気腹圧の調整など手元で制御できるメニューも増えています。

　広島大学病院は、手術支援ロボット「ダビンチ」の最新型「ダビンチ５」を導入し、7月23
日に初めての手術を実施しました。従来型では視覚だけに頼っていましたが、触覚が加
わり、臓器などへの力のかけ方をきめ細かく制御できるため、より繊細で安全な手術が
可能となりました。患者さんへの負担軽減にもつながります。

広島大学病院に最新型ダビンチ
より安全、短時間に手術

中国地方で初の導入

　初めての手術は、泌尿器科の日向信之教授のチームによる高齢男性の膀胱がんに
対して行われました。泌尿器科では全国初です。膀胱を摘出し、ご本人の小腸からつ
くった代用膀胱をつなぎます。手術は順調に進み、これまでより１時間ほど早い５時間
余りで終了しました。出血量は100㎖ほどで、患者さんへの負担の少ない手術となり
ました。

出血量少なく　患者さんの負担軽減

　手術を終え、記者説明会に臨んだ日向教授は、「縫合する糸の張りも感じられ、視覚
だけに頼るより疲れもなく、安全にできた。指導者によるトレーニングは必要だが、

神の手　多くの患者さんへ



効率よく安全な手術を追求

新型ダビンチにより、手術時間の短縮など患者さんの負担がより小さくできます。術
者にとっても、視覚だけに頼った従来型では、患部の切除や縫合などする際に、か
なりの緊張感がありましたが、触覚が加わることで、張力や組織に加わる力が感じら
れ、よりスムーズな動作ができるようになりました。より効率よく、安全な手術を追求し
ていきます。

日向信之教授の話

ひ なた のぶ ゆき

　ダビンチ５の導入により、広島大学病院の手術支援ロボットはダビンチ５が１台、ダ
ビンチXi２台、国産機ヒノトリ１台の４台体制となります。2010年３月に初代ダビンチ
を導入して以降、前立腺がん、腎臓がんをはじめ、頭頸部がん、肺がん、食道がん、胃
がん、膵臓がん、大腸がん、子宮筋腫など、2025年６月までに行った手術件数は
3100件以上と、全国有数です。
　広島大学病院では、患者さんの負担がより小さく、安全な術式の開発に努め、若手
外科医の育成にも尽力していきます。

ロボット手術3100件以上

『神の手』と呼ばれる医師
の手技が、多くの患者さん
に対してできるようになる
のでは」と話しました。
　さらに、より効率よく、安
全な手術が施せるとして、
減少傾向にある若手外科
医の教育効果にも期待し
ました。また術者が手元で
できる操作が増えているこ
とから、より少ない人員で
手術ができるようになると
して、人材活用面でも有効
としました。

ダビンチ５と初の手術について、
記者説明会で話す日向教授
ダビンチ５と初の手術について、
記者説明会で話す日向教授



小児病棟にお役立ちグッズカート　マツダが製作し「ぽこぽこトレイン」が寄贈
　広島市安佐南区を拠点に活動する子育て支援団体「ぽこ
ぽこトレイン」から7月2日、小児病棟に入院する子どもたちや、
付き添う保護者に役立つグッズを詰め合わせたカートをプレゼ
ントしていただきました。カートは広島市南区のマツダ本社工場
第1車両製造部22人による手作りで、費用はマツダ（広島県安
芸郡府中町）の支援をいただきました。
　アルミフレームや樹脂でできており、プレスや組み立て、塗装
など自動車ができるまでを描いた緻密なイラストで飾られていま
す。収納棚を引き出すと、上部に載せたミニスポーツカーが動き
出す仕掛けもあります。入院棟廊下の棚の下に収まるよう高さ
95cm、幅と奥行き約65cmのサイズです。
　中には、ぽこぽこトレインの支援者から寄せられた子ども向け
の文房具や歯ブラシ、割りばし、洗剤、化粧品など５０種類余りのアイテムが収められています。入院中の子どもたちや
保護者が自由に取り出して使え、月に1、2回のペースで、ぽこぽこトレイン様が補充してくださいます。マツダ社員の皆
様も、家庭に不要の日用品などを提供してくださる予定です。

一生に一度は肝炎ウイルス検査を　肝臓守るのに歯も大切　大学病院でイベント
　世界（日本）肝炎デー（7月28日）のイベントが29日、広島大学
病院で開催されました。病棟や外来では、消化器内科や内分
泌・糖尿病内科の医師や口腔検査センターの歯科医師が無
料肝炎ウイルス検査の案内を行い、診療棟3階のホールでは、
肝臓への悪影響を及ぼす可能性が指摘されている口内細菌
の確認や無料の肝炎ウイルス検査を実施しました。
　ホールでは、広島県が認定する特任肝疾患コーディネー
ターや歯科医師10人がイベント参加を呼びかけ、患者さんやご
家族、約20名が参加されました。奥歯の間の歯垢をブラシで取
り出し、顕微鏡で400倍に拡大した画像をモニターに映し出す
と、あちこちに動き回っている細菌が確認できました。丁寧に歯磨きをしているという人も、その数の多さにびっくり。「歯
周病菌による炎症は肥満や糖尿病も悪化させ、菌が血流にのって肝臓に移ると肝炎を起こす恐れもあります」との説
明に、「今まで以上に歯を大切にしよう」との声が聞かれました。
　肝炎ウイルス検査は5mL程度の採血で、検査結果は自宅へ郵送しております。検査を受けた人には、肝炎につい
てクイズで解説したうちわや、肝臓に優しい料理のレシピ集などをプレゼント。検査を受けた人は「健康と安心につな
がれば」と話されていました。
　広島県は、委託する医療機関や県保健所（支所）で、無料で肝炎ウイルス検査を実施しています。広島、呉、福山
の市民は各市が委託する医療機関で検査を受けられます。
　肝がんは検査で防げるかもしれません。一生に一度は肝炎ウイルス検査を！

外国人患者受入れ医療機関認証制度（JMIP）の認証が更新されました
　広島大学病院は6月17日、一般財団法人「日本医療教育財団」から、外国人の方が安心・安全な医療サービスを
受けられる施設として、「外国人患者受入れ医療機関認証制度（JMIP：Japan Medical Services Accreditation 
for International Patients）」に認められ、2022年の認証を更新しました。
　JMIPは、書類審査と訪問調査があり、今年3月の訪問調査では外国人患者への対応状況などを調査員が直接
聞き取りしました。多言語による診療案内や異文化・宗教に配慮した対応など受入れ体制も審査されました。認証によ
り、医療を必要とするすべての外国人に安心、安全に医療を提供できる体制であることが証明されました。
　本院は2024年1月に一般社団法人「Medical Excellence JAPAN（MEJ）」が、渡航受診者受入れに意欲のあ
る病院を推奨する制度「ジャパン インターナショナル ホスピタルズ（JIH）」の推奨も2021年に続き更新されています。






